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序 

この 書 は 雑誌 『思想』 第 九十 二号お よび 第 九十 三 号 

(昭和 五 年 一 月 号お よび 二月 号) 所載の 論文に 修補 を 

加えた ものである。 

生きた 哲学 は 現実 を 理解し 得る ものでなくて はなら 

ぬ。 我々 は 「いき」 という 現象の ある こと を 知ってい 



一 序 説 

「いき」 という 現象 はいかなる 構造 を もってい るか _ 

まず 我々 は、 いかなる 方法に よって 「いき」 の 構造 を 

せんめい 

闡 明し、 「いき」 の 存在 を 把握す る ことができる であろ 

うか。 「いき」 が 一 の 意味 を 構成して いる こと はいう 

まで もない。 また 「いき」 が 言語と して 成立して いる 

こと も 事実で ある。 しからば 「いき」 という 語 は 各国 

語のう ちに 見出され ると いう 普遍性 を 備えた もので あ 



ろうか。 我々 はまず それ を 調べて みなければ ならない _ 

そうして、 もし 「いき」 という 語が わが国 語に のみ 存 

する ものであると したならば、 「いき」 は 特殊の 民族性 

を もった 意味で ある ことになる。 しからば 特殊な 民族 

性 を もった 意味、 すなわち 特殊の 文化 存在 はいかなる 

方法論 的 態度 を もって 取扱 わるべき ものであろう か。 

「いき」 の 構造 を 明らかにする 前に 我々 は これらの 先 

決 問題に 答えなければ ならぬ。 

まず 一 般に 言語と いう もの は 民族と いかなる 関係 を 

有する もの か。 言語の 内容た る 意味と 民族 存在と はい 

かなる 関係に 立つ か。 意味の 妥当 問題 は 意味の 存在 問 



関係 は、 前者が 集合して 後者 を 形成す るので はなくて、 

民族の 生きた 存在が 意味お よび 言語 を 創造す るので あ 

る。 両者の 関係 は、 部分が 全体に 先立つ 機械的 構成 関 

係ではなくて、 全体が 部分 を 規定す る 有機的 構成 関係 

を 示して いる。 それ故に、 一民 族の 有する 或る 具体的 

意味 または 言語 は、 その 民族の 存在の 表明と して、 民 

いろあい 

族の 体験の 特殊な 色 合 を 帯びて いない はず はない。 

もとより、 いわゆる 自然現象に 属する 意味お よび 言 

語は大 なる 普遍性 を もっている。 しかもな お、 その 普 

遍性 たる や 決して 絶対的の もので はない。 例えば フラ 

ンス 語の del と か Isis とかいう 語 を 英語の sky. 



wood、 ドイツ語の Himmel, Wald と 比較す る 場合に- 

その 意味内容 は 必ずしも 全然 同一 の もので はない。 こ 

れは その 国土に 住んだ ことの ある 者 は 誰し も 直ちに 了 

解す る ことで ある iLe ciel est triste et beau の ciel 

と W.h6lt siiaipes of sky or p-16lin? の sky と Der 

tiestirnte Himmel hitler mir の Himmel と は 匡 土と 

住民と によって おのおの その 内容に 特殊の 規定 を 受け 

ている。 自然現象 に関する 言葉で さえ 既に かようで あ 

るから、 まして 社会の 特殊な 現象に 関する 語 は 他国 語 

に 意味の 上での 厳密なる 対当 者 を 見出す こと はでき な 

い。 ギリシャ 語の 兀 o えん ひ 〔#o に 鋭 アクセント。 



ひ は ファイナル シグマ〕 にしても £ て ひん pa 鬥 # £ 

に 帯 気。 んに鋭 アクセント〕 にしても、 フランス語の 

vine や courtisane と は 異な つ た 意味内容 を も つてい 

る。 またたと え 語源 を 同じく する もので も、 一 国語と 

して 成立す る 場合に は、 その 意味内容に 相違 を 生じて 

くる。 ラテン語の caesar と ドイツ語の Kaiser との 意 

味 内容 は 決して 同一 の もので はない。 

無形 的な 意味お よび 言語に おいても 同様で ある。 の 

みならず、 或る 民族の 特殊の 存在 様態が 核心 的の もの 

として 意味お よび 言語の 形で 自己 を 開示して いるのに、 

他の 民族 は 同様の 体験 を 核心 的の ものと して 有せざる 



がた めに、 その 意味お よび 言語 を 明らかに 欠く 場合が 

ある。 例えば、 esprit という 意味 は フランス 国民の 性 

情と 歴史 全体と を 反映して いる。 この 意味お よび 言語 

は 実に フランス 国民の 存在 を 予想す る もので、 他の 民 

ご い もと 

族の 語彙のう ちに 索 めても 全然 同様の もの は 見出し 得 

ない。 ドイツ語 では Geist を もって これに 当てる のが 

普通で あるが、 Geist の 固有の 意味 はへ— ゲルの 用語 

法に よって 表現され ている もので、 フランス語の 

esprit と は 意味 を 異にし ている。 geistreich と い う 語 

もな お esprit の 有する 色 合 を 完全に もつ ている もの 

ではない。 もし、 もっている とすれば、 それ は 意識的 



に esprit の 翻訳と して この 語 を 用いた 場合の みで あ 

る。 その場合には 本来の 意味内容の ほかに き いて 他の 

新しい 色彩 を 帯びさせられた ものである。 否、 他の 新 

し い 意味 を 言語の 中に 導入した ものである。 そうして 

その 新しい 意味 は 自国 民が 有機的に 創造した もので は 

なくて、 他国から 機械的に 輸入した ものに 過ぎない の 

である。 英語の spirit も intelligence も wit もみな 

esprit ではない。 前の 二つ は 意味が 不足して いるし、 

wit は 意味が 過剰で ある。 なお 一 例 を 挙げれば 

Selinsudit という 語 は ドイツ 民族が 産んだ 言葉で 

あって、 ドイツ 民族と は 有機的 関係 を もっている。 



陰鬱な 気候 風土 や 戦乱の 下に 悩んだ 民族が 明るい 幸 あ 

る 世界に 憬れる 意識で ある。 レモンの 花咲く 国に 憧 

れ るの は 単に ミニョンの 思郷の 情の みで はない。 ドィ 

ッ 国民 全体の 明るい 南に 対する 悩ましい 憧憬 である。 

「夢 もな お及ばない 遠い 未来の かなた、 彫刻家た ちの 

かって 夢み たよりも 更に 熱い 南の かなた、 神々 が踊リ 

ながら 一 切の 衣裳 を 恥ず る 彼 地へ {1 ご の 憧憬、 ニイ 

チェの いわゆる fI6sir など は sehnsuc^it の 色 合の 全 

体 を 写し 得る もので はない。 ブ ー トル— は 「神秘 説の 

心理」 と 題す る 論文のう ちで、 神秘 説に 関して 「その 

出発点 は 精神の 定義し がたい 一 の 状態で、 ドイツ語の 



SelmsucM が この 状態 を かなり 善く 言い表わ してい 

る {2 ご といって いるが、 すなわち 彼 は フランス語の 

うちに Selmsudit の 意味 を 表現す る 語の ない こと を 

認めて いる。 

「いき」 という 日本語 もこの 種の 民族的 色彩の 著し 

い 語の 一 つで ある。 いま 仮り に 同意義の 語 を 欧洲 語の 

うちに 索め てみ よう。 まず 英、 独の 両 語で これに 類似 

ことごと 

する もの は、 ほとんど 悉 く フランス語の 借用に 基づ 

いている。 しからば フランス語 のうちに 「いき」 に該 

当す る もの を 見出す ことができる であろう か。 第一 に 

問題と なる の は chic という 言葉で ある。 この 語は英 



語に も ドイツ語 にも そのまま 借用され ていて、 日本で 

はしばしば 「いき」 と 訳される。 元来、 この 語の 語源 

に関して は 二 説 ある。 一説に よれば chicane の 略で 

もつ せんこう きけい 

裁判沙汰 を鰱れ させる 「繊巧な 詭計」 を 心得て いると 

いうよう な 意味が もとにな つてい る。 他 説に よれば 

chic の 原形 は Schick である。 すなわち schicken か 

ら 来た ドイツ語 である。 そうして geschickt と 同じに 

諸事に ついての 「巧妙」 の 意味 を もっていた。 その 語 

を フランスが 輸入して、 次第に 趣味に ついての 

^16gant に 近接す る 意味に 変えて 用いる ようにな つ た _ 

今度 はこの 新しい 意味 を もった chic として、 すな わ 



ち フランス語 として ドイツに も 逆輸入 された。 しから 

ば、 この 語の 現在 有する 意味 はいかなる 内容 を もって 

いるかと いうに、 決して 「いき」 ほど 限定され たもの 

ではない。 外延の なお 一層 広い ものである。 すなわち 

ひと ほうせつ 

「いき」 を も 「上品」 を も 均しく 要素と して 包摂し、 

や ぼ 

「野暮」 「下品」 などに 対して、 趣味の 「繊巧」 または 

「卓越」 を 表明して いる。 次に coquet という 語が ある。 

おんどり めんどり 

この 語 は coq から 来て いて、 一羽の 雄鶏が 数 羽の 牝鶏 

に 取 巻かれて いる こと を 条件と して 展開す る 光景に 関 

びたいて き 

する ものである。 すなわち 「媚態 的」 を 意味す る。 こ 

の 語 も 英語に も ドイツ語 にも そのまま 用いられ ている。 



ドイツで は 十八 世紀に coquetterie に対して F§ とい 

う 語が ある。 re-affiner すなわち 二 層 精細に する」 

という 語から 来て いて、 「洗練」 を 意味す る。 英語に も 

ドイツ語 にも 移って 行って いる。 そうして この 語 は 

「いき」 の徴 表の 一 をな す ものである。 しかしながら 

「いき」 の 意味 を 成す に はなお 重要な 徴表を 欠いて いる。 

かつまた 或る 徴 表と 結合す る 場合に は 「いき」 と 或る 

意味で 対立して いる 「渋味」 となる こと もで きる。 要 

する に 「いき」 は 欧洲 語と して は 単に 類似の 語 を 有す 

るの みで 全然 同価 値の 語 は 見出し 得ない。 したがって 

やまと 

「いき」 と は 東洋 文化の、 否、 大和民族の 特殊の 存在 様 



態の 顕著な 自己 表明の 一 つで あると 考えて 差 支ない。 

もとより 「いき」 と 類似の 意味 を 西洋 文化のう ちに 

索め て、 形式 化 的 抽象に よって 何ら か 共通点 を 見出す 

こと は 決して 不可能で はない。 しかしながら、 それ は 

民族の 存在 様態と しての 文化 存在の 理解に は 適切な 方 

法論 的 態度で はない。 民族的、 歴史的 存在 規定 を もつ 

た 現象 を 自由に 変更して 可能の 領域に お い て いわゆる 

「イデア チ オン」 を 行っても、 それ は 単に その 現象 を 

包含す る 抽象的の 類概念 を 得る に過ぎない。 文化 存在 

の 理解の 要 i は、 事実と しての 具体性 を 害う ことな 

く ありのままの 生ける 形態に おいて 把握す る ことで あ 



る。 ベルク ソン は、 薔薇の 匂 t を 嗅いで 過去 を 回想す 

る 場合に、 薔薇の 匂が 与えられて それによ つて 過去の 

ことが 連想され るので はない。 過去の 回想 を 薔薇の 匂 

のうちに 嗅ぐ ので あると いっている。 薔薇の 句と いう 

一 定 不変の もの、 万人に 共通な 類概念 的の ものが 現実 

として 存す るので はない。 内容 を 異にした 個々 の 匂が 

あるの みで ある。 そうして 薔薇の 句と いう 一般的な も 

のと 回想と いう 特殊な ものとの 連合に よ つ て 体験 を 説 

明す るの は、 多くの 国語に 共通な アルファベットの 幾 

おん 

字 か を 並べ て 或る 一 定の 国語の 有する 特殊な 音 を 出 そ 

うとす るよう な ものであると いっている {3}。 「いき」 



の 形式 化 的 抽象 を 行って、 西洋 文化のう ちに 存 する 類 

似の 現象との 共通点 を 求めよう とする の も その 類 で 

ある。 およそ 「いき」 の 現象の 把握に 関して 方法論 的 

考察 をす る 場合に、 我々 は ほかで もない universalia 

の 問題に 面接して いる。 アン セル ムス は、 類概念 を 実 

さんみ ひっきょう 

在で あると 見る 立場に 基づいて、 三位 は 畢竟 一体の 

神で あると いう 正統派の 信仰 を 擁護した。 それに 対し 

て ロス ケ リヌス は、 類概念 を 名目に 過ぎず とする 

唯名論の 立場から、 父と 子と 聖霊の 三位 は 三 つ の 独立 

した 神々 である こと を 主張して、 三 神 説の 誹リを 甘受 

した。 我々 は 「いき」 の 理解に 際して universaliE! の 



問題 を 唯名論の 方向に 解決す る 異端者た るの 覚悟 を 要 

する。 すなわち、 「いき」 を 単に 種概念と して 取扱って、 

それ を 包括す る 類概念の 抽象的 普遍 を 向 観す る 「本質 

直観」 を 索め て はならない。 意味 体験と しての 「いき」 

の 理解 は、 具体的な、 事実 的な、 特殊な 「存在 会得」 

でなくて はならない。 我々 は 「いき」 の essentia を 問 

う 前に、 まず 「いき」 の existentia を 問うべき である。 

一 言に していえば 「いき」 の 研究 は 「形相 的」 であつ 

て はならない。 「解釈 的」 であるべき はずで ある {4}。 

しからば、 民族的 具体の 形で 体験され る 意味と して 

の 「いき」 はいかなる 構造 を もってい るか。 我々 はま 



見做す ため、 意識 現象と しての 「いき」 の 説明が 抽象 

的、 形相 的に 流れて、 歴史的、 民族的に 規定され た存 

在 様態 を、 具体的、 解釈 的に 闡明 する ことができない 

ので ある。 我々 は それと 反対に 具体的な 意識 現象から 

出発し なければ ならぬ。 
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二 「いき」 の 内包 的 構造 

意識 現象の 形に おい て 意味と して 開示され る 「いき」 

えとく 

の 会得の 第一 の 課題と して、 我々 はまず 「いき」 の 意 

味 内容 を 形成す る 徴表を 内包 的に 識別し て - J の 意味 を 

判明なら しめねば ならない。 ついで 第二の 課題と して、 

類似の 諸 意味と ， J の 意味との 区別 を 外延 的に 明らかに 

して この 意味に 明晰 を 与える こと を 計らねば ならない。 

ひと 

かように 「いき」 の 内包 的 構造と 外延 的 構造と を 均し 



る 交渉 は 媚態 の 皆無 を 前提と し て は 成立 を 想像す る ザ J 

とがで きない。 すなわち 「いきな 事」 の 必然的 制約 は 

何ら かの 意味の 媚態で ある。 しからば 媚態と は 何で あ 

るか。 媚態と は、 一 元 的の 自己が 自己に 対して 異性 を 

そてい 

措定し、 自己と 異性との 間に 可能 的 関係 を 構成す る 二 

元 的 態度で ある。 そうして 「いき」 のうちに 見られる 

「なまめかし さ」 「つやつ ぼ さ」 「色気」 など は、 すべて 

この 二元的 可能性 を 基礎と する 緊張に ほかなら ない。 

いわゆる 「上品」 はこの 二 元 性の 欠乏 を 示して いる。 

そうして この 二元的 可能性 は 媚態の 原本 的 存在 規定で 

あって、 異性が 完全なる 合同 を 遂げて 緊張 性 を 失う 場 



ている。 江戸 児の 気概が 契機と して 含まれて いる。 野 

きっすい 

暮と 化物と は 箱 根より 東に 住まぬ こと を 「生粋」 の 江 

戸 児 は 誇りと した。 「江戸の 花」 に は、 命 を も 惜しまな 

まちび けし とびの もの しろた び はっぴ 

い 町 火 消、 鳶者は 寒中で も 白 足袋 はだし、 法被 一枚の 

おとこだて とうと 

「男伊達」 を 尚んだ。 「いき」 に は、 「江戸の 意気 張り」 

たつみ きょうこつ 

「辰 巳の 俠骨」 がなければ ならない。 「いなせ」 「いさ 

でんぼう 

み」 「伝法」 などに 共通な 犯すべからざる 気品. 気 格が 

なければ ならない。 「野暮 は 垣根の 外が まへ、 三千 楼 

くら いきじ 

の 色 競べ、 意気地 くらべ や 張 競べ」 というよ うに、 「い 

き」 は 媚態で ありながら なお 異性に 対して 一 種の 反抗 

を 示す 強味 を もった 意識で ある。 「鉢巻の 江戸 紫」 に 



る ことが 「いき」 の 特色で ある。 

「いき」 の 第三の 徴表は 「諦め」 である。 運命に 対 

する 知見に 基づ いて 執着 を 離脱した 無関心で ある。 

「いき」 は 垢 抜が していなくて はならぬ。 あっさり、 

しよ-つ しゃ 

すっきり、 瀟洒た る 心 持でなくて はならぬ。 この 

解脱 は 何に よって 生じた のであろう か。 異性 間の 通路 

として 設けられ ている 特殊な 社会の 存在 は、 恋の 実現 

に関して 幻滅の 悩み を 経験させる 機会 を 与え やすい。 

ほとけす がた なが 

「たまたま 逢 ふに 切れよ と は、 仏 姿に あり 乍ら、 お前 

せいしん さま いざよい 

は 鬼 か 清 心 様」 という 歎き は 十六夜 ひとりの 歎きで は 

ないで あろう。 魂 を 打 込んだ 真心が 幾度 か 無惨に 裏切 



呉れる お 客 もまた、 広い 世界に ない もの ぢ やわい な」 

という 厭世的な 結論と を 掲げて いるので ある。 「いき」 

としま 

を 若い 芸者に 見る より はむしろ 年増の 芸者に 見出す こ 

との 多 いのはお そらく この 理由に よる ものであろう 

{1}。 要するに、 「いき」 は 「浮かみ もやらぬ、 流れの 

うき 身」 という 「苦界」 に その 起原 を もっている。 そ 

うして 「いき」 のうちの 「諦め」 したがって 「無関心」 

は、 世智 辛い、 つれない 浮世の 洗練 を 経て すっきりと 

垢 抜した 心、 現実に 対する 独断 的な 執着 を 離れた 瀟洒 

として 未練の ない 恬淡 無碍の 心で ある。 「野暮 は 揉ま 

れて 粋と なる」 というの はこの 謂に ほかなら ない。 



ならず、 かえって 媚態 そのものの 原本 的 存在 性 を 開示 

せし むる ことで ある。 媚態と 「諦め」 との 結合 は、 自 

きえ そてい 

由 へ の 帰依が 運命に よ つ て 強要され、 可能性の 措定が 

必然性に よって 規定され たこと を 意味して いる。 すな 

わち、 そこに は 否定に よる 肯定が 見られる。 要するに 

「いき」 という 存在 様態に おいて、 「媚態」 は、 武士道 

の 理想主義に 基づく 「意気地」 と、 仏教の 非 現実性 を 

背景と する 「諦め」 とに よって、 存在 完成にまで 限定 

される ので ある。 それ故に、 「いき」 は 媚態の 「粋」 {2} 

である。 「いき」 は 安価なる 現実の 提立を 無視し、 実生 

活に 大胆なる 括弧 を 施し、 超然と して 中和の 空気 を 吸 



いつしか 恬淡 洒脱の 心 を 失って 行った 場合に は 「また 

いやま 

いとし さが 弥増して、 深く 鳴子の 野暮ら しい」 こと を 

か ► ^ はす ちょ いと ぼ 

託たねば ならない。 「蓮の 浮気 は 一寸 惚れ」 という 時 

ひよく もん 

は 未だ 「いき」 の 領域に いた。 「野暮な 事ぢ やが 比翼 紋、 

離れぬ 中」 となった 時には 既に 「いき」 の 境地 を 遠く 

去って いる。 そうして 「意気な お 方に つり 合ぬ、 野暮 

なやの 字の 屋敷 者」 という 皮肉な 嘲笑 を 甘んじて 受け 

かまど 

なければ ならぬ。 およそ 「胸の 煙 は 瓦 焼く 竈に まさ 

る」 の は 「粋な 小 梅の 名に も 似ぬ」 ので ある。 スタン 

ダ アルの いわゆる amour-passion の 陶酔 はま さしく 

「いき」 からの 背離で ある。 「いき」 に左袒 する 者 は 



snour-gom の 淡い 空気のう ちで 蕨 を 摘んで 生きる 

解脱に 達して いなければ ならぬ。 しかしながら、 「い 

き」 は ロココ 時代に 見る ような 「影に 至る まで も 一切 

が 薔薇色の 絵 {3 ご ではない。 「いき」 の 色彩 はお そ 

しらち やおば かま 

らく 「遠つ 昔の 伊達姿、 白茶苧 袴」 の 白 茶色であろう。 

要するに 「いき」 と は、 わが国の 文化 を 特色 附 けて 

い る 道徳的 理想主義と 宗教 的 非 現実性との 形相 因に 

よって、 質 料 因た る 媚態が 自己の 存在 実現 を 完成した 

ものである という ことができる。 したがって 「いき」 

ほしい まま 

は 無上の 権威 を 恣 にし、 至大の 魅力 を 振う ので ある。 

うそ 

「粋な 心に ついたら されて、 噓と 知りても ほん まに 受 



けて」 という 言葉 は その 消息 を 簡明に 語って いる。 ケ 

レルマン がその 著 『日本に 於け る 散歩』 のうちで、 日 

本の 或る 女に ついて 「欧羅巴の 女が かって 到達し ない 

愛嬌 を もって 彼女 は 媚を呈 した {4 ご といって いるの 

は、 おそらく 「いき」 の 魅惑 を 感じた のであろう。 我々 

は 最後に、 この 豊かな 特彩を もつ 意識 現象と しての 「い 

き」、 理想 性と 非 現実性と によって 自己の 存在 を 実現 

する 媚態と しての 「いき」 を 定義して 「垢 抜して (諦 )、 

張の ある (意気地)、 色つ ぼ さ (媚態)」 という ことが 

できない であろう か。 



しゅんしょく たつみの その としま 

{1} 『春色 辰 巳 園』 巻 之 七に 「さぞ 意気な 年増に 

なる だら うと 思 ふと、 今ッ から 楽しみ だ わ」 という 言 

しゅんしょく うめごよみ 

葉が ある。 また 『春色 梅暦』 巻 之 二に 「素顔の 意気 

ちゅうどしま 

な 中年増」 という こと も ある。 また 同書 巻 之 一 に 「意 

気な 美しい おかみ さんが 居る と 言 ひました から、 それ 

ぢゃ ァ違ッ たかと 思って、 猶く はしく 聞い たれば、 お 

ま はんの 年より おかみ さんの 方が、 年う への やう だと 

いひます し 云々」 の 言葉が あるが、 すなわち、 ここで 

は 「いき」 と 形容され ている 女 は、 男よりも 年上で あ 

る。 一般に 「いき」 は 知見 を 含む もので、 したがって 

「年の功」 を 前提と している。 「いき」 の 所有者 は、 「垢 



のぬ けたる 苦労人」 でなければ ならない。 

{2} 我々 が 問題 を 見て いる 地平に あって は、 「いき」 

と 「粋」 と を 同一 の 意味内容 を 有する ものと 考えても 

う き よ ぶ ろ 

差 支ない と 思う。 式亭三 馬の 『浮世 風呂』 第二 編卷之 

上で、 染色に 関して、 江戸の 女と 上方の 女との 間に 次 

うす むらさき 

の 問答が ある。 江戸 女 「薄 紫と いふ やうな あんばい 

で 意気 だね え」 上方 女 「いっかう 粋ぢ や。 こちゃ 

えど むらさき だ いすき 

江戸 紫なら 大 好く」。 すなわち、 「いき」 と 「粋」 と 

はこの 場合 全然 同意義で ある。 染色の 問答に 続いて、 

三 馬 はこの 二人の 女に 江戸 語と 上方 語との 巧みな 使い 

別け を させて いる。 のみならず 「すつ ぼん」 と 「まる」 



「から」 と 「さかい」 などの ような、 江戸 語と 上方 語と 

の 相違に ついて 口論 を させて いる。 「いき」 と 「粋」 と 

の 相違 は、 同一 内容に 対する 江戸 語と 上方 語との 相違 

であるら しい。 したがって、 両 語の 発達 を 時代 的に 規 

定 する ことが 出来る かもしれ ない (『元禄 文学 辞典』 

ちかまつ ごい 

『近 松 語彙』 参照)。 もっとも 単に 土地 や 時代の 相違の 

みならず、 意識 現象に は 好んで 「粋」 の 語 を 用い、 客 

観 的 表現に は 主として 「いき」 の 語 を 使うよう に 考え 

られる 場合 も ある。 例えば 『春色 梅暦』 卷之 七に 出て 

いる 流行 唄に 「気 だてが 粋で、 なりふりまで も 意気で」 

なさけ 

と ある。 しかし、 また 同書 巻 之 九に 「意気の 情の 源」 



と あるよう に、 意識 現象に 「いき」 の 語 を 用いる 場合 

も 多い し、 『春色 辰 巳 園』 巻 之 三に 「姿 も 粋な 米 八」 と 

いっている ように、 客観的 表現に 「粋」 の 語 を 使う 場 

合 も 少なくない。 要するに、 「いき」 と 「粋」 と は 意味 

内容 を 同じく する ものと 見て 差 支ないで あろう。 また 

たとえ 一 は 特に 意識 現象に、 他 は 専ら 客観的 表現に 用 

いられる と仮定しても、 客観的 表現と は 意識 現象の 客 

観 化に ほかなら ず、 したがって 両者 は 結局 その 根柢に 

おいて は 同 一 意味内容 を もっている ことになる。 

{3} Stendlial, De ramour, livre I, diapiitre I. 

{ 4 } PCellermann, Ein splazierTOanTO in Japan, 1 924, 



s. 256. 



いるか。 

( 一 ) 上品 I 下品と は 価値判断に 基づ いた 対自性 

の 区別、 すなわち 物 自身の 品質 上の 区別で ある。 言葉 

が 表わして いるよう に、 上品と は 品柄の 勝れた もの、 

ひん 

下品と は 品柄の 劣った もの を 指して いる。 ただし 品の 

意味 は 一様で はない。 上品、 下品と はまず 物品に 関す 

る 区別で あり 得る。 ついで 人事に もこの 区別が 適用 さ 

れる。 「上品 無 寒 門、 下品 無勢 族」 という ときには、 上 

品、 下品 は、 人事 関係、 特に 社会的 階級 性に 関係した 

うた まろ 

ものと して 見られて いる。 歌 麿の 『風俗 三 段 娘』 は、 

上品 之 部、 中 品 之 部、 下品 之 部の 三 段に 分れて いるが、 



上、 原本 的で はない。 

(二) 派手 I 地味と は 対 他 性の 様態 上の 区別で あ 

る。 他に 対する 自己主張の 強度 または 有無の 差で ある。 

派手と は 葉が 外へ 出る ので ある。 「葉 出」 の義 である。 

地味と は 根が 地 を 味わう ので ある。 「地の 味」 の義で 

ある。 前者 は 自己から 出て 他へ 行く 存在 様態、 後者 は 

自己の 素質のう ちへ 沈む 存在 様態で ある。 自己から 出 

て 他へ 行く もの は 華美 を 好み、 花やかに 飾る ので ある。 

自己のう ちへ 沈む もの は 飾り を 示すべき 相手 を もた な 

ほうたいこう 

いから、 飾らない ので ある。 豊 太閤 は、 自己 を 朝鮮に 

ごうか さんらん 

まで も 主張す る 性情に 基づいて、 桃山時代の 豪華 燦爛 



ぼく そ 

「いき」 の 有する 媚態 を もち 得ない。 その代りに 樸素 

な 地味 は、 一 種の 「さび」 を 見せて 「いき」 のうちの 

「諦め」 に 通う 可能性 を もっている。 地味が 品質の 検 

校 を 受け て しば しば 上 品 の 列に 加わる の は、 さびた 心 

の 奥床し さに よるので ある。 

(三) 意気 I 野暮 は 異性 的 特殊性の 公共 圏内に お 

ける 価値判断に 基づいた 対自 性の区別 である。 もとよ 

リ その 成立 上の 存在 規定が 異性 的 特殊性で ある 限り、 

「いき」 のうちに は 異性に 対する 措定が 言 表されて いる。 

しかし、 「いき」 が 野暮と 一 対の 意味と して 強調して い 

る 客観的 内容 は、 対 他 性の 強度 または 有無で はなく、 



らの語 は その 基礎 附 けられて いる 公共 圏内に あって は 

明らかに 価値判断 を 担って いる。 さて、 意気と いい 粋 

といい、 いずれも 肯定的に いい 表わされ ている。 それ 

に反して 野暮 は 同義語と して、 否定的に 言 表された 

ぶ いき ぶすい 

不意気と 不粋と を 有する。 我々 はこれ によって 「いき」 

が 原本 的で、 ついで 野暮が その 反対 意味と して 発生し 

たこと を 知り 得る とともに、 異性 的 特殊性の 公共 圏内 

にあって は 「いき」 は 有価 値 的と して、 野暮 は 反 価値 

的と して 判断され る こと を 想像す る ことができる。 

くろうと しろうと 

玄人から 見れば 素人 は 不粋で ある。 自分に 近接して い 

まち ふう 

る 「町 &」 は 「いき」 として 許される が、 自分から 疎 



隔 している 「屋敷 風」 は 不意気で ある。 うぶな 恋 も 野 

暮 である。 不器量な 女の 厚化粧 も 野暮で ある。 「不粋 

な こなさん ぢゃ 有るまい し、 色里の 諸 わけ をば 知らぬ 

野暮で も あるまい し」 という 場合に も、 異性 的 特殊性 

の 公共 圏内に おける 価値判断の 結果と して、 不粋と 野 

暮と によ つ て 反 価値 性が 示されて いる。 

(四) 渋味 I 甘味 は 対 他 性から 見た 区別で、 かつ 

また、 それ 自身に は 何らの 価値判断 を 含んで いない。 

すなわち、 対 他 性が 積極的で あるか、 消極的で あるか 

の 区別が 言 表されて いる だけで ある。 渋味 は 消極的 対 

他 性 を 意味して いる。 柿が 肉の 中に 渋味 を 蔵す るの は 



烏に 対して 自己 を 保護す るので ある。 栗が 渋い 内皮 

ぼうぎょ 

を もってい るの は 昆虫 類に 対する 防禦で ある。 人間 も 

渋紙で 物 を 包んで 水の 浸入に 備えたり、 渋面 をして 

他人との 交渉 を 避けたり する。 甘味 は その 反対に 積極 

的 対 他 性 を 表わして いる。 甘える 者と 甘えられる 者と 

の 間に は、 常に 積極的な 通路が 開けて いる。 また、 人 

に 取 入ろうと する 者 は 甘言 を 提供し、 下心 ある 者 は 進 

んで 甘茶 を 飲ませよう とする。 

対 他 性 上の 区別で ある 渋味と 甘味と は、 それ 自身に 

は 何ら 一定の 価値判断 を 担って いない。 価値 的 意味 は 

その 場合 その 場合の 背景に よ つ て 生じて 来る ので ある _ 



よび 現在 を もっている。 渋味 は 甘味の 否定に は 相違な 

いが、 その 否定 は 忘却と ともに 回想 を 可能と する 否定 

である。 逆説の ようで あるが、 渋味に は艷が ある。 

しからば、 渋味お よび 甘味 は 「いき」 とはい かなる 

関係に 立って いるか。 三者と も 異性 的 特殊 存在の 様態 

である。 そうして、 甘味 を 常態と 考えて、 対 他 的 消極 

性の 方向へ 移り行く ときに、 「いき」 を 経て 渋味に 到る 

路が ある ことに 気附 くので ある。 この 意味に おいて、 

甘味と 「いき」 と 渋味と は 直線 的 関係に 立って いる。 

そうして 「いき」 は 肯定より 否定へ の 進路の 中間に 位 

している {1}。 



これらの 類似 意味との 比較に よって、 意味 体験と して 

の 「いき」 が、 単に 意味と しての 客観性 を 有する のみ 

ならず、 趣味と して 価値判断の 主体お よび 客体と なる 

ことが 暗示され たと 思う。 その 結果と して 我々 は、 「い 

き」 を 或る 趣味 体系の 一 員と して 他の 成員との 関係に 

えとく 

おいて 会得す る ことができ るので ある。 その 関係 はす 

なわち 左のと おりで ある。 

〔# 図が 入る が 省略。 底本 «ぺー ジ〕 

もとより、 趣味 は その 場合 その場合には 问ら かの 主 



観 的 価値判断 を 伴って いる。 しかし その 判断が 客観的 

とど あいまい 

に 明瞭に 主張され る 場合と、 主観 内に 止まって 曖昧な 

形より 取らない 場合と が ある。 いま 仮り に 前者 を 価値 

的と いい、 後者 を 非 価値 的と いうので ある。 

なお、 この 関係 は、 左 図の ように、 直 六面体の 形で 

表わす ことができる。 

〔# 図が 入る が 省略。 底本 M ぺ— ジ〕 

この 図に おいて、 正方形 をな す 上下の 両面 は、 ここに 

取扱う 趣味 様態の 成立 規定た る両 公共 圏 を 示す。 底面 



は 人性 的 一 般性、 上面 は 異性 的 特殊性 を 表わす。 八 個 

の 趣味 を 八つの 頂点に 置く。 上面お よび 底面 上に て 対 

角 線に よ つ て 結び付けられた 頂点に 位置 を 占む る 趣味 

あ 、 

は 相対 立す る 一 対 を 示す。 もとよ リ 何と 何と を 一 対と 

して 考える か は 絶対的に は 決定され ていない。 上面と 

底面に おいて、 正方形の 各 辺に よって 結び付けられた 

頂点 (例えば 意気と 渋味)、 側面の 矩形に おいて、 対角 

線に よ つ て 結び付けられた 頂点 (例えば 意気と 派手)、 

直 六面体の 側稜 によつ て 結び付けられた 頂点 (例え 

ば 意気と 上品)、 直 六面体の 対角線に よって 結び付け 

られた 頂点 (例えば 意気と 下品)、 これらの もの は 常に 



よ つ て 生ずる 一 一 つ の 互に 垂直に 交わる 矩形に よ つ て 表 

わされて いる。 すなわち、 上品、 意気、 野暮、 下品 を 

角 頂に もつ 矩形 は 対自性 上の 対立 を 示し、 派手、 甘味、 

渋味、 地味 を 角 頂と する 矩形 は 対 他 性 上の 対立 を 表わ 

している。 いま、 底面の 正方形の 二つの 対角線の 交点 

を o とし、 上面の 正方形の 二つの 対角線の 交点 を P と 

し、 この 二 点 を 結び付ける 法線 OP を 引いて みる。 こ 

の 法線 o P は対自 性的 矩形 面と 対 他 性的 矩形 面と の 相 

まじわ 

交る 直線に ほかなら ない が、 この 趣味 体系 内に あつ 

ての 具体的 普遍 者 を 意味して いる。 その 内面的 発展に 

よって 外囲に 特殊の 趣味が 現われて 来る。 さて この 法 



線 op は、 対自 性的 矩形と、 対 他 性的 矩形との おのお 

の を 垂直に 二等分し ている。 その 結果と してで きた o、 

p、 意気、 上品の 矩形 は 有価 値 性 を 表わし、 o、 p、 

野暮、 下品の 矩形 は 反 価値 性 を 表わす。 また、 o、 p、 

甘味、 派手の 矩形 は 積極性、 ◦、 p、 渋味、 地味の 矩 

形 は 消極性 を 表わして いる。 

なおこの 直 六面体 は、 他の 同 系統の 種々 の 趣味 を そ 

の 表面 または 内部の 一 定点に 含有す ると 考えても 差 支 

ないで あろう。 いま、 すこし 例 を 挙げてみ よう。 

「さび」 と は、 o、 上品、 地味の つくる 三角形と、 

p、 意気、 渋味の つくる 三角形と を 両端 面に 有する 



さんかくちゅう 

三角※ 〔# 「※し は 「つちへ ん+ 壽」、 の 名称で あ 

る。 わが 大和民族の 趣味 上の 特色 は、 この 三角※ 〔# 

「※し は 「つちへ ん+ 壽」、 読み は 「ちゅう」、 が 三角※ 

〔# 「※し は 「つちへ ん+ 壽」、 読み は 「ちゅう」、 46-2U の 形 

で 現勢 的に 存在す る 点に ある。 

「雅」 は、 上品と 地味と 渋味との 作る 三角形 を 底面 

とし、 o を 頂点と する 四面体の うちに 求むべき もので 

ある。 

「味」 と は、 甘味と 意気と 渋味との つくる 三角形 を 

指して いう。 甘味、 意気、 渋味が 異性 的 特殊 存在の 様 

態 化と し て 直線 的 関^ を も つ > j とく 考え 得る 可能性 は、 



この 直角三角形の 斜辺なら ざる 二 辺 上に おいて、 甘味 

より 意気 を 経て 渋味に 至る 運動 を 考える ことに 存 して 

いる。 

「乙」 と は、 この 同じ 三角形 を 底面と し、 下品 を 頂 

点と する 四面体の うちに 位置 を 占めて いるもの であろ 

、つ。 

「きざ」 は、 派手と 下品と を 結び付ける 直線 上に 位 

している。 

「いろつ ぼ さ」 すなわち coquet は、 上面の 正方形 内 

に 成立す る ものであるが、 底面 上に 射影 を投 ずる こと 

が ある。 上面の 正方形に おいて は、 甘味と 意気と を 結 



び 付けて いる 直線に 平行して P を 通る 直線が 正方形の 

二 辺と 交わる 二 点が ある。 この 二つの 交点と 甘味と 意 

気との つくる 矩形 全体が いろつ ぼ さで ある。 底面 上に 

射影 を投 ずる 場合に は、 派手と 下品と を 結び付ける 直 

線に 平行して o を 通る 直線が 正方形の 二 辺と 交わる 二 

つの 交点と、 派手と、 下品と がっくる 矩形が いろつ ぼ 

さ を 表わして いる。 上品と 意気と 下品と を 直線 的に 考 

える の は、 いろつ ぼ さの 射影 を 底面 上に 仮定した 後、 

上品と 意気と 下品の 三 点 を 結んで 一 の 三角形 を 作り、 

上品から 出発して 意気 を 経て 下品へ 行く 運動 を 考える 

こと を 意味して いる はずで ある。 影 は往々 実物よりも 



暗い ものである。 

chic と は、 上品と 意気との 一 一 頂点 を 結び付ける 直線 

全体 を 漠然と 指して いる。 

ratfin§ と は、 意気と 渋味と を 結び付ける 直線が 六 

面体の 底面に 向って 垂直に 運動し、 間もなく 静止した 

時に、 その 運動が 描いた 矩形の 名称で ある。 

要するに、 この 直 六面体の 図式 的 価値 は、 他の 同系 

統の 趣味が この 六面体の 表面お よび 内部の 一 定点に 配 

かんすう てき 

置され 得る 可能性と 函数 的 関係 を もっている。 

たつみ きせん 

{1} 『船頭 部屋』 に 「ここ も 都の 辰 巳と て、 喜 撰 は 



朝 茶の 梅干に、 栄代 団子の 角 とれて、 酸い も 甘い も か 

みわけた」 という 言葉が あるよう に、 「いき」 すなわち 

粋の 味 は 酸い ので ある。 そうして、 自然界に おける 関 

係の 她何は 別と して、 意識の 世界に あって は、 酸味 は 

甘味と 渋味との 中間に あるので ある。 また 渋味 は、 自 

然界 にあって は不 熟の 味で ある 場合が 多い が、 精神 界 

にあって はしばしば 円熟した 趣味で ある。 広義の 擬古 

そ-つ こてき 

主義が 蒼 古 的 様式の 古拙 性 を 尊ぶ 理由 も そこに ある。 

渋味に 関して、 正、 反、 合の 形式 をと つて 弁証法が 行 

うぐいす きこ 

われて いると も 考えられる。 「 鶯 の 声 まだ 渋く 聞 ゆ 

あけぼの 

なリ、 すだちの 小 野の 春の 曙 」 というと きの 渋味 は、 



術 的 表現との 二つに 区別す る ことができる。 この 両表 

せ つ ぜん 

現 形式が はたして 截然たる 区別 を 許す かの 問題 {1}、 

ひっきょう 

すなわち 自然 形式と は 畢竟 芸術 形式に ほかなら ない 

ので はない かとい う 問題 は 極めて 興味 ある 問題で ある 

が、 今 は その 問題に は 触れずに、 単に 便宜上、 通俗の 

考え方に 従 つ て 自然 形式と 芸術 形式と の 二つに 分けて 

みる。 まず 自然 形式と しての 表現に ついて 考えて みよ 

う。 自然 形式と いえば、 いわゆる 「象徴的 感情移入」 

の 形で 自然界に 自然 象徴 を 見る 場合、 たとえば 柳 や 小 

雨 を 「いき」 と 感ずる ごとき 場合 を も 意味し 得る が、 

ここで は 特に 「本来 的 感情移入」 の 範囲に 属する 身体 



的 発表 を 自然 形式と 考えて おく。 

身体 的 発表と しての 「いき」 の 自然 形式 は、 聴覚と 

し て はまず 言葉 づ かい、 すなわち ものの 言 振り に 表わ 

れる。 「男へ 対し そのもの いひ は、 あまえず して 色気 

こと はぐ さ 

あり」 とか 「言の葉 草 も 野暮なら ぬ」 とかいう 場合が 

それで あるが、 この種の 「いき」 は 普通 は 一語の 発音 

の 仕方、 語尾の 抑揚な どに 特色 を もってくる。 すな わ 

ち、 一 語 を 普通よりも やや 長く 引いて 発音し、 しかる 

後、 急に 抑揚 を附 けて 一一 一一 n い 切る こと は 言葉 遣 としての 

「いき」 の 基礎 をな している。 この 際、 長く 引いて 発音 

した 部分と、 急に 言い切った 部分と に、 言葉の リズム 



の 上の 二元的 対立が 存在し、 かつ、 この 二元的 対立が 

「いき」 のうちの 媚？ I の 二 元 性の 客観的 表現と 解 さ れる。 

音声と して は、 甲走った 最高 音よりも、 やや さびの 加 

わった 次 高音の 方が 「いき」 である。 そうして、 言葉 

の リズムの 二元的 対立が 次 高音に よって 構成され た 場 

合に、 「いき」 の 質 料 因と 形相 因と が 完全に 客観 化され 

るので ある。 しかし、 身体 的 発表と しての 「いき」 の 

表現の 自然 形式 は 視覚に おいて 最も 明瞭な かつ 多様な 

形で 見られる {2}。 

視覚に 関する 自然 形式と しての 表現と は、 姿勢、 

身 振 その他 を 含めた 広義の 表情と、 その 表情の 支持者 



ぶる」 セ イレネ スの妖 能 I や 「サチ ロス 仲間に 気に入る」 

バックス 祭 尼の 狂態、 すなわち 腰部 を 左右に 振って 現 

実の 露骨のう ちに 演ずる 西洋 流の 媚態 は、 「いき」 と は 

極めて 縁遠い。 「いき」 は 異性への 方向 を ほのかに 暗 

示す る ものである。 姿勢の 相称 性が 打破 せらる る 場合 

に、 中央の 垂直線が、 曲線への 推移に おいて、 非 現実 

的 理想主義 を 自覚す る ことが、 「いき」 の 表現と して は 

重要な ことで ある。 

なお、 全身に 関して 「いき」 の 表現と 見られる の は 

うすもの を 身に 纏う ことで ある。 「明 石から ほのぼの 

ひぢリ めん あかし ちぢみ 

とすく 緋 縮緬」 という 句が あるが、 明 石 縮 を 着た 女の 



か かわらず、 湯 上り 姿 は ほとんど 見出す ことができな 

ヽ o 

レ 

表情の 支持者た る 基 体に ついていえば、 姿が 細つ そ 

りして 柳腰で ある ことが、 「いき」 の 客観的 表現の 一 と 

考え 得る。 この 点に つ いて ほとんど 狂信的な 信念 を 声 

明して いるの は 歌 麿で ある。 また、 文化 文政の 美人の 

典型 も 元禄 美人に 対して 特に この 点 を 主張した。 『浮 

きれい 

世 風呂』 に 「細くて、 お 綺麗で、 意気で」 という 形容 

詞の 一 聯が ある。 「いき」 の 形相 因 は 非現実的 理想 性 

である。 一 般に非 現実性、 理想 性 を 客観的に 表現し よ 

うと すれば、 いきおい 細長い 形 を 取って くる。 細長い 



形状 は、 肉の 衰え を 示す とともに 霊の 力 を 語る。 精神 

自体 を 表現しょう とした グレコ は、 細長い 絵ば かリ描 

いた。 ゴシックの 彫刻 も 細長い こと を 特徴と している _ 

我々 の 想像す る 幽霊 も 常に 細長い 形 を も つてい る。 

「いき」 が 霊 化された 媚態で ある 限り、 「いき」 な 姿 は 

細つ そりして いなくて はならぬ。 

以上 は 全身に 関する 「いき」 であった が、 なお 顔面 

に関して も、 基 体と しての 顔面と、 顔面の 表情との 二 

方面に 「いき」 が 表現され る。 基 体と しての 顔面、 す 

なわち 顔面の 構造の 上から は、 一般的に いえば 丸顔よ 

り も 細お もての 方が 「いき」 に 適合して いる。 「当世 顔 



が 「いき」 の 表現と なる 理由 は、 衣紋の 平衡 を 軽く 崩 

し、 異性に 対して 肌への 通路 を ほのかに 暗示す る 点に 

存 している。 また、 西洋の デコルテ のように、 肩から 

胸部と 背部との 一 帯 を 露出す る 野暮に 陥らない ところ 

は、 抜き 衣紋の 「いき」 としての 味が あるので ある。 

ひょうし 

左 棲 を 取る こと も 「いき」 の 表現で ある。 「歩く 拍子 

もみ あさぎち リ めん したおび 

に 紅の はつち と 浅黄 縮緬の 下帯が ひらり ひらりと 見 

え」 とか 「肌の 雪と 白き 浴衣の 間に ちらつく 緋 縮緬の 

湯 もじ を 蹴出す うつくし さ」 とか は、 確かに 「いき」 

かな はるつ げどリ 

の 条件に 適って いるに 相違ない。 『春告 鳥』 の 中で 「入 

きた あだ もの つま 

り 来る 婀娜 者」 は 「棲 をと つて 白き 足 を 見せ」 ている _ 



て、 手 は 顔に 次いで、 個人の 性格 を 表わし、 過去の 体 

験 を 語る ものである。 我々 は ロダンが 何故に しばしば 

手 だけ を 作つ たかを 考えて みなければ ならぬ。 手 判断 

は 決して 無意味な もので はない。 指先まで 響いて いる 

余韻に よって 魂 そのもの を 判断す るの は 不可能で はな 

い。 そうして、 手が 「いき」 の 表現と なり 得る 可能性 

ひっきょう かか 

も 畢竟 この 一 点に 懸 つてい る。 

以上、 「いき」 の 身体 的 発表 {3} を、 特に その 視覚 

くび はぎ 

的 発表 を、 全身、 顔面、 頭部、 頸、 脛、 足、 手に つい 

て 考察した。 およそ 意識 現象と しての 「いき」 は、 異 

そてい 

性に 対する 二元的 措定と しての 媚態が、 理想主義 的 非 



現実性に よって 完成され たもので あった。 その 客観的 

表現で ある 自然 形式の 要点 は、 一 元 的 平衡 を 軽妙に 打 

破して 一 一 元 性 を 暗示 するとい う 形 を 採る ものと して 

闡 明され た。 そうして、 平衡 を 打破して 二 元 性 を 措定 

する 点に 「いき」 の 質 料 因た る 媚態が 表現され、 打破 

の 仕方の もつ 性格に 形相 因た る 理想主義 的 非 現実性が 

認められた。 

{1} この 問題に 関して は、 Utitz, Grundlegung der 

allTOemeinen Kunstwissensciiaft, 1914：, I, S. 74ff. お 

よび Volkelt, System der Aesthetik, 1925, III, s. 3f. 



参照。 

きゅうかく 

{2} 味覚、 嗅覚、 触覚に 関する 「いき」 は、 「い 

き」 の 構造 を 理解す るた めに 相当の 重要性 を もってい 

る。 味覚と しての 「いき」 について は、 次の ことが い 

える。 第一 に、 「いき」 な 味と は、 味覚が 味覚 だけで 独 

しゅんしょく 

立した ような 単純な もので はない。 来 八が 『春 色 

恵の 花』 のうちで 「そんな 色気の ない もの をた ベて」 

けな つけやき だんご 

と 貶した 「附焼 団子」 は 味覚の 効果 を ほとんど 味覚 だ 

けに 限って いる。 「いき」 な 味と は、 味覚の 上に、 例え 

ゆず さんしよ わさび 

ば 「きのめ」 や 柚の 嗅覚 や、 山椒 や 山葵の 触覚の よう 

しげき 

な ものの 加わった、 刺戟の 強い、 複雑な ものである。 



覚 に関する ものと 考えて 差 支ないで あろう。 そうして 

けいじじょうがく 

視覚に 関して はァ リスト テレスが 『形而上学』 の 巻頭 

、 わ 

にいって いる 言葉が ここに も 妥当す る。 曰く 「この 感 

覚は 他の 感覚よりも 我々 にもの を 最もよ く 認識 させ、 

また 多くの 差異 を 示す」 (Aristoteles, Metapihysica A 

1, 980a) 

{3} 「いき」 の 身体 的 発表 はおの ずから 舞踊へ 移つ 

て 行く。 その 推移に は 何らの 作為 も 無理 もない。 舞踊 

となった ときに 初めて 芸術と 名付けて、 身 振と 舞踊と 

の 間に 境界 を 立てる ことに かえ つ て 作為と 無理と が あ 

る。 アルべ— ル • メ— ボン は その 著 『日本の 演劇』 の 



うちで、 日本の 芸者が 「装飾的お よび 叙述 的 身 振に 巧 

妙で ある」 こと を 語った 後に、 日本の 舞踊に 関して 次 

のように いっている。 「身 振に よって 思想お よび 感情 

を 翻訳す る ことに ついては 日本 派の もっている 知識 は 

はぎ 

無尽蔵で ある。 …… 足と 脛と は 拍子の 主調 を 明らかに 

し、 かつ 保つ 役 をす る。 軀幹、 肩、 頸、 首、 腕、 手、 

指 は 心的 表現の 道具で ある」 (Albert Maybon, Le 

thljaponais, 1925, pp. 75-76)0 我々 はい ま 便宜上 

「いき」 の 身体 的 発表 を 自然 形式と 見て、 舞踊から 離し 

て 取扱った。 しかし、 なおこの 上に 舞踊のう ちに あら 

われて いる 「いき」 の 芸術 形式 を 考察す る こと は、 お 



な 関係 を もっている。 しからば、 模様と しての 「いき」 

の 客観 化 はいかなる 形 を 取って いるか。 まず 何ら か 

「媚態」 の 二 元 性が 表わされて いなければ ならぬ。 ま 

あきら 

た その 二 元 性 は 「意気地」 と 「諦め」 の 客観 化と して 

一定の 性格 を 備えて 表現され ている こと を 要する。 さ 

て、 幾何学 的 図形と して は、 平行線 ほど 二 元 性 を 善く 

表わして いるもの はない。 永遠に 動きつつ 永遠に 交わ 

ら ざる 平行線 は、 二 元 性の 最も 純粋なる 視覚 的 客観 化 

しま み な 

である。 模様と して 縞が 「いき」 と 看做され るの は 決 

して 偶然で はない。 『昔々 物語』 によれば、 昔 は 普通の 

女が 縫箔の i 袖 を 着る に対して、 遊女が 縞物 を 着た と 



よりも 横縞よりも 「いき」 でない。 平行線の 把握が 容 

易の 度 を 減じた からで ある。 縦横 縞のう ちで も 縞の 荒 

ごばんじま 

い いわゆる 碁盤縞 は 「いき」 の 表現で あり 得る ことが 

ある。 しかし そのために は、 我々 の 眼が 水平の 平行線 

の 障碍 t を 苦にしないで、 垂直の 平行線の 二 元 性 を ひ 

とむ きに 追う ことが 必要で ある。 碁盤縞が そのまま 左 

右い ずれへ か 回転して、 垂直線と 四十 五 度の 角 をな し 

て 静止した 場合、 すなわち、 垂直の 平行線と 水平の 平 

行 線と が 垂直 性お よび 水平 性 を 失って 共に 斜 に 平行 

線の 二 系統 を 形成す る 場合、 碁盤縞 は その 具有して い 

た 「いき」 を 失う の を 常と する。 何故ならば、 眼 はも 



き」 の 表現と はならない のが 普通で ある。 格子縞に 曲 

線が 螺旋 状に 絡み付 けられた 場合、 格子縞 は 「いき」 

の 多く を 失って しまう。 縦縞が 全体に 波状 曲線に なつ 

**れ 

ている 場合 も 「いき」 を 見出す こと は 稀で ある。 直線 

から 成る 割菱 模様が 曲線 化して 花菱 模様 に 変ず ると き、 

模様 は 「派手」 に はなる が 「いき」 は 跡形 もなくなる。 

おうぎ もん たたみお うぎ 

扇 紋は畳 扇と して 直線の みで 成立して いる 間 は 「い 

ひらきおう * き こ 

き」 を もち 得ない こと はない が、 開 扇と して 弧を描 

くと 同時に 「いき」 は 薫 を さえ も 留めない。 また、 奈 

良 朝 以前から 見られる 唐草模様 は 蕨 手に 巻 曲した 線 を 

有する ため、 天平 時代の 唐 花模様 も 大体 曲線から 成 



いで 環状に 組立て たなら ば、 闘争 をし ないで 舞踏 をす 

るであろう {1 ご といった 者が ある。 しかし、 「いき」 

りよが い あげまき ご ざ 

のうちに は 「慮外ながら 揚卷で 御座ん す」 という、 曲 

線で は 表わせない 峻厳な ところが ある。 冷たい 無 関 

心が ある。 「いき」 の 芸術 形式が いわゆる 「美的 小 {2 ご 

お もむ 

と 異な つ た 方向に 赴 くもので ある こと は、 これによ つ 

て も おのずから 明白で ある。 

なお 幾何学 的 模様に 対して 絵画 的 模様なる もの は 決 

して 「いき」 ではない。 「金銀に て 蝶 々 を 縫 ひし 野暮 

なる 半襟 を かけ」 と 『春告 鳥』 にも ある。 三 筋の 糸 を 

垂直に 場面の 上から 下まで 描き、 その 側に 三 筋の 柳の 



はない。 形状と 色彩との 関係 は、 色調 を 異にした 二色 

または 三色の 対比 作用に よって 形状 上の 二 元 性 を 色彩 

上に も 言 表わす か、 または 一色の 濃淡の 差 あるいは 一 

ほうわ ど 

定の 飽和 度に おける 一 色が 形状 上の 二元的 対立に 特殊 

な 情調 を 与える 役 を 演ずる かで ある。 しからば その 際 

用いられる 色 はいかなる 色で あるかと いうに、 「いき」 

を 表わす の は 決して 派手な 色で はあり 得ない {3}。 

「いき」 の 表現と して 色彩 は 二 元 性 を 低声に 主張す る 

しゅんし よくこい のしら なみ 

もので なければ ならぬ。 『春色 恋 白浪』 に 「鼠色の 

おめしち リ めん 

御 召 縮緬に 黄 柄 茶の 糸 を 以て 細く 小さく 碁盤 格子 を 織 

いだ ほんごく おり はかた とつ こ 

出した る 上着、 …… 帯 は 古風な 本国 織に 紺 博 多の 独鈷 



おうとし ない 色で ある。 黒 味 を 帯びて ゆく 〔# 底本の 

親 本で は 「黒 味 を 帯び ゆく」 と ある U 心に は 失われ 行く 色 

すみれ はくめいし 

である。 それに 反して、 緑、 青、 董は 魂の 薄 明視に 未 

だ 残って いる 色で ある。 それ故に、 色調の みに ついて 

いえば、 赤、 黄な ど いわゆる 異化 作用の 色よりも、 緑、 

青な ど 同化作用の 色の 方が 「いき」 であると いい 得る。 

また、 赤 系統の 温色よりも、 青 中心の 冷 色の 方が 「い 

き」 であると いっても 差 支ない。 したがって 紺 や 藍 は 

力ち 

「いき」 である ことができる。 紫のう ちで は 赤 勝の 京 

紫よりも、 青 勝の 江戸 紫の 方が 「いき」 と 看做される。 

青よ リ 緑の 方へ 接近した 色 は 「いき」 であるた めに は 



茶屋 建築の 内部 空間お よび 外形の 合目的 的 形成に つ い 

て 考えて みる。 およそ 異性 的 特殊性の 基礎 は 原本 的 意 

味に おいて は 多元 を 排除す る 二 元で ある。 そうして、 

かくざ い てき 

二 元の ために、 特に 二 元の 隔在的 沈潜の ために 形成 さ 

るる 内部 空間 は、 排他的 完結 性と 求心 的 緊密 性と を 具 

よじょうはん えん 

現して いなければ ならぬ。 「四畳半の 小 座し きの、 縁 

しょ-つじ 

の 障子」 は 他の 一切との 縁 を 断って 二 元の 超越 的 存在 

に 「意気な しんね こ 四畳半」 を 場所と して 提供する。 

すなわち 茶屋の 座敷と して は 「四畳半」 が 典型的と 考 

えられ、 この 典型から あまり 遠ざからな いこと が 要求 

される。 また、 外形が 内部 空間の 形成 原理に 間接に 規 



ちょうず 5,4 ち まり つた 

手水 鉢の ほとりより 竹の 板目に は 蔦 をから ませ、 高く 

釣りた る 棚の 上に は 植木鉢 を 置きた るに、 猶 表側の 

み つき ひさし ところ 

見 付 を 見れば 入口の 庇、 戸袋、 板目 なぞ も 狭き 処を 

いしょう あじろ 

皆 それぞれに 意匠して 網 代、 船板、 洒竹 など を用ゐ 

ならび そ 

云々」。 かつまた、 「竹材 を 用 ゆる 事の 範囲 並に 其の 

美術的 価値 を 論ずる は 最も 興味 ある 事」 であると 注意 

きょ ゆう 

している。 およそ 竹材に は 「竹の 色 許 由が ひさ ごま だ 

うめ 

青し」 とか 「埋 られ たおの が 涙 やまだら 竹」 というよ 

うに、 それ 自身に 情趣の 深い 色つ ぼ さが ある。 しかし 

「いき」 の 表現と しての 竹材の 使用 は、 主として 木材と 

の 二元的 対立に 意味 を もっている。 なお 竹の ほかに は 



まず 田 辺 尚 雄 氏の 論文 「日本 音楽の 理論 附 粋の 研究 

{4 ご によれば、 音楽 上の 「いき」 は 旋律と リズムの 

二方 面に 表われて いる。 旋律の 規範と しての 音階 は、 

みやこぶ し いなかぶ し 

わが国に は 都 節 音階と 田舎 節 音階と の 二種 あるが、 

前者 は 技巧的 音楽の ほとんど 全部 を 支配す る 律旋 法と 

ひょうじょう 

して 主要の ものである。 そうして、 仮り に 平 調を以 

きゅうおん 

て 宫音 とすれば、 都 節 音階 は 次の ような 構造 を も つ 

ている。 

いちこつ ばんしき おうしき そうじょう 

平 調 I 害 越 (または 神仙 )| 盤 渉 I 黄 鐘 I 双 調 (ま 

しょうせ つ 

たは 勝 絶 ) I 平 調 

この 音階に あ つ て宫 音た る 平 調と、 徴音 たる 盤 渉と は、 



三 全音に も 及ぶ ことがあり、 野卑な 端 唄な どに て は 一 

全音 を 越える ことがある。 また 同じ 長唄 だけにつ いて 

いえば、 物語 体のと ころに はこの 変位 少なく、 「いき」 

な 箇所 〔# 「箇所」 は 底本で は 「筒 所」 と 誤記 U に は 変位 

が大 である。 そうして 変位が あまり 大に 過ぐ ると き は 

下品の 感を 起させる。 なおこの 関係 は、 勝 絶より 黄 鐘 

を 経て 盤 渉に 至る ときの 黄 鐘に も、 平 調より 双 調 を 経 

て 黄 鐘に 至る ときの 双 調に も 現われる。 また 平 調より 

神仙 を 経て 盤 渉に 至る 旋律の 下行 運動に あっても、 神 

仙の 位置に 同様の 関係が 見られる。 

リズムに ついていえば、 伴奏 器楽が リズム を 明示し、 



して 始まって、 下向 的 進行に よって 次第に 低い 音に 推 

移す るよう な 楽節が、 幾 つ か 繰 返された 場合 は 多く 「 い 

に いむら さき 

き」 である。 例えば 歌沢の 「新 紫」 のうちの 「紫の 

ゆかりに」 のと ころ はそう いう 形 を もっている。 すな 

わち、 「ムラ サキ。 ノ。 ユカリ。 二」 と 四 節に 分かれて 

各 節 は 急 突に 高い 音から 始まり、 下向 的 進行 をして い 

る。 また 「音に ほ だされし 縁の 糸」 のと ころも 同様に 

「ネ ニホ。 ダ。 サレ。 シ。 ェ ンノ。 イト」 と 六 節に 分 

けて 見られる。 また 例えば、 清 元の 「十六夜 清 心」 の 

うちの 「梅見 帰りの 船の 唄、 忍ぶなら 忍ぶなら、 闇の 

夜 は 置かし やん せ」 のと ころも 同様の 形 を もっている _ 



すなわち、 「ウメ ミ。 ガへ リノ。 フネ ノ ウタ。 シ ノブ 

ナラ。 シ ノブ ナラ。 ャ ミノ。 ョ ハオ カシャン セ」 と 七 

節に 分けて 考える ことができる。 そうして- ^ の 場合に 

かような 楽曲が 「いき」 の 表現で あり 得る 可能性 は、 

一方に 各 節の 起 首の 高音が 先行 の 低音 に対して 顕著な 

色つ ぼい 二 元 性 を 示して いる ことと、 他方に 各 節と も 

下向 的 進行に よって 漸消 状態の さびし さ を もっている 

ことと に懸 つてい る。 また 起 首の 示す 二 元 性と、 全 節 

の 下向 的 進行との 関係 は、 あたかも 「いき」 な 模様に 

しまがら 

おける、 縞柄と、 く すんだ 色彩との 関係の ごとき もの 

である。 



の 「いき」 の 質 料 因た る 「媚態」 に 基礎 を 有し、 措定 

いきじ 

の 仕方に 伴う 一 定の 性格 は その 形相 因た る 「意気地」 

あきら 

と 「諦め」 とに 基礎 を もっている。 かくして 我々 は 「い 

き」 の 客観的 表現 を、 意識 現象と しての 「いき」 に 還 

元し、 両 存在 様態の 相互関係 を 明瞭に するとと もに、 

意味と しての 「いき」 の 構造 を闡 明した と 信ずる ので 

ある。 

{1} Dessoir, Aesthetic und allTOemeine 

Kunstwissenschatt, 1923, S. 361 参照。 

{2} 「美的 小」 の 概念に 関して は Lipps,Aesthetik, 



1914, I, S. 574 参照。 

{3} 米国 国旗 や 理髪店の 看板が 縞模様で ありな が 

ら 何らの 「いき」 を ももって いないの は、 他に も 理由 

があろう が、 主として 色彩が 派手で ある ことに 起因し 

きせる がんく ぴ 

ている。 婦人 用の 烟 管の 吸口と 雁首に 附 けた 金具に、 

しゃくどう 

銀と 赤銅と を 用いて、 銀白色の 帯 青 灰色との 横縞 を 

見せて いるの が ある。 形状 上で は 理髪店の 看板と ほと 

んど 違わない が、 色彩の 効果に よって 「いき」 な 印象 

を 与える。 

{4} 『哲学 雑誌』、 第二 十四 卷、 第二 百 六十 四 号 所 

头 ゆ 
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もので はな い。 具体性に 富んだ 意味 は 厳密に は 悟 得の 

形で 味 会され るので ある。 メ — ヌ. ドウ \ピ ラン は、 

生来の 盲人に 色彩の 何たる か を 説明すべき 方法がない 

と 同様に、 生来の 不随 者と して 自発的 動作 をした こと 

のない 者に 努力の 何たる か を 言語 を もつ て 悟らし むる 

方法 はない といって いる {1}。 我々 は 趣味と しての 

意味 体験に ついても おそらく 一 層 述語 的に 同様の こと 

をい い 得る。 「趣味」 はまず 体験と して 「味わう」 こと 

に 始まる。 我々 は 文字通りに 「味 を 覚える」。 更に、 覚 

えた 味 を 基礎と して 価値判断 を 下す。 しかし 味覚が 純 

粋の 味覚で ある 場合 はむしろ 少ない。 「味な もの」 と 



きゅうかく か 

は 味覚 自身の ほかに 嗅覚 によ つ て 嗅ぎ分け ると- J ろ 

の 一種の 匂 を 暗示す る。 捉えが たいほの かな かおり 

を 予想す る。 のみならず、 しばしば 触覚 も 加わって い 

る。 味のう ちに は 舌 ざ わりが 含まれて いる。 そうして 

「さわり」 と は 心の 糸に 触れる、 言う に 言えない 動きで 

ある。 この 味覚と 嗅覚と 触覚と が 原本 的 意味に おける 

「体験」 を 形成す る。 いわゆる 高等 感覚 は遠官 として 

発達し、 物と 自己と を 分離して、 物 を 客観的に 自己に 

対立させる。 かくして 聴覚 は 音の 高低 を 判然と 聴き 分 

そむ 

ける。 しかし 部 音 は 音色の 形 を 取って 簡明な 把握に 背 

こうと する。 視覚に あっても 色彩の 系統 を 立てて 色調 



の 上から 色 を 分けて ゆく。 しかし、 いかに 色と 色と を 

分割しても なお 色と 色との 間に は 把握し がたい 色 合が 

残る。 そうして 聴覚 や 視覚に あって、 明瞭な 把握に 漏 

れる 音色 や 色 合 を 体験 として 拾得す るの が、 感覚 上の 

趣味で ある。 一般にい う 趣味 も 感覚 上の 趣味と 同様に、 

ものの 「色 合」 に関して いる。 すなわち、 道徳的お よ 

び 美的 評価に 際して 見られる 人格 的お よび 民族的 色 合 

を 趣味と いうので ある。 ニイ チェ は 「愛しない もの を 

直ちに 呪うべき であろう か」 と 問うて、 「それ は 悪い 趣 

味と 思う」 と 答えて いる。 また それ を 「下品」 (P ひ t-el- 

Art) だと いっている {2}。 我々 は 趣味が 道徳の 領域 



において 意義 を もつ こと を 疑おうと しない。 また 芸術 

の 領域に あっても、 「色 を 求む るに は あらず、 ただ 色 合 

のみ {3 ご といった ヴ エル レエ ヌ とともに 我々 は 趣味 

ひ つ きょう 

としての 色 合の 価値 を 信ずる。 「いき」 も 畢竟、 民族 

的に 規定され た 趣味であった。 したがって、 「いき」 は 

勝義 における sens intime によ つ て 味 会され なければ 

ならない。 「いき」 を 分析して 得られた 抽象的 概念 契 

機 は、 具体的な 「いき」 の 或る 幾つかの 方面 を 指示す 

るに 過ぎない。 「いき」 は 個々 の 概念 契機に 分析す る 

こと はでき るが、 逆に、 分析され た 個々 の 概念 契機 を 

もって 「いき」 の 存在 を 溝 成す る こと はでき ない。 



自然 形式 または 芸術 形式の みから は 理解で きる もので 

はない。 その 反対に、 これらの 客観的 形式 は、 個人的 

もしくは 社会的 意味 体験と しての 「いき」 の 意味 移入 

によって 初めて 生かされ、 会得され る ものである。 「い 

き」 の 構造 を 理解す る 可能性 は、 客観的 表現に 接触し 

て quid を 問う 前に、 意識 現象のう ちに 没入して quis 

を 問う ことに 存 している。 およそ 芸術 形式 は 人性 的 一 

般 または 異性 的 特殊の 存在 様態に 基づ いて 理解され な 

ければ 真の 会得で はない {4}。 体験と しての 存在 様 

態が 模様に 客観 化される 例と して は、 ドイツ 民族の 有 

する 一 種の 内的 不安が 不規則 的な 模様の 形 を 取って、 



はない が、 このき やしゃな 神殿 は、 私が 嬉しく も 愛し 

た 一人の コ リントの 乙女の 数学的 形 像 だ。 この 神殿 は 

彼女 独自の 釣合 を 忠実に 現わして いるの だ {5 ご。 音 

楽に おいても 浪漫派 または 表現 派の 名称 を もって 総括 

し 得る 傾向 はすべ て 体験の 形式的 客観 化 を 目標と して 

いる。 既に マ ショォ は 恋人 ペロンヌに 向って 「私の も 

の はすべ て 貴女の 感情で できた」 と 告げて いる {6}。 

また ショパン は 「へ」 短調 司 伴 楽の 第二 楽章の 美しい 

ラル ジ ェ ット がコン スタン チア • グ ラコウスカに 対す 

る 自分の 感情 を 旋律 化した ので ある こと を 自ら 語つ て 

いる {7}。 体験の 芸術的 客観 化 は 必ずしも 意識的に 



とどま 

すなわち、 「いき」 の 抽象的、 形相 的 理解に 止 つて、 

具体的、 解釈 的に 「いき」 の 特異なる 存在 規定 を 把握 

する に 至らない ことで ある。 例えば、 「美感 を 与える 

対象」 としての 芸術品の 考察に 基づいて 「粋の 感」 の 

説明が 試みられる {8}。 その 結果と して、 「不快の 混 

きわ とら 

入」 という ごとき 極めて 一般的、 抽象的な 性質よ リ捉 

えられない。 したがって 「いき」 は 漠然たる raffing 

の ごとき 意味と なリ、 一方に 「いき」 と 渋味との 区別 

を 立て 得ない のみならず、 他方に 「いき」 のうちの 民 

族 的 色彩が 全然 把握され ない。 そうして 仮り にもし 

「いき」 がかくの ごとき 漠然たる 意味よりも つてい な 



いものと すれば、 西洋の 芸術のう ちに も 多くの 「いき」 

を 見出す ことができる はずで ある。 すなわち 「いき」 

と は 「西洋に おいても 日本に おいても」 「現代人の 好む」 

何もの かに 過ぎない ことになる。 しかしながら、 例え 

ばコン スタン タン • ギィゃ ドガ ァゃ ファン • ドンゲン 

の 絵が 果して 「いき」 の 有する ニュアンス を 具有して 

いるであろう か。 また、 サン サン ス、 マス ネェ、 ドウ 

ビュッ シィ、 リ ヒア ルド. スュ トラ ウスな どの 作品 中 

の 或る 旋律 を 捉えて 厳密なる 意味に おいて 「いき」 と 

名附け 得る であろう か。 これら はお そらく 肯定的に 答 

える こと はでき ないで あろう。 既にい つたよう に、 こ 



潜」 のうちに も 過去 を 擁する 止揚の 感情が 表わされて 

いる。 そうして、 ボォ ドレ エル 自身の 説明 {9} によ 

たいはいき 

れば、 「ダンディ ズム は頹廃 期に おける 英雄主義の 最 

後の 光であって …… 熱が なく、 憂愁に みちて、 傾く 日 

のように 壮美で ある」。 また 「616gance の教 説」 とし 

て 「 一 種の 宗教」 である。 かように ダンディ ズムは 「い 

き」 に 類似した 構造 を もってい るに は 相違ない。 しか 

しながら、 「シ ー ザ— と カティリナと アル キビ アデ ス 

とが 顕著な 典型 を 提供す る」 もので、 ほとんど 男性に 

限リ 適用され る 意味内容 である。 それに 反して、 r 英 

雄 主義」 が、 か弱い 女性、 しかも 「苦界」 に 身 を 沈め 



て いる 女性に よ つてまで も 呼吸され ている ところに 

「いき」 の特 彩が ある。 また ニイ チェの いう 「高貴」 と 

か 「距離の 熱情」 など も 一 種の 「意気地」 に ほかなら 

ない。 これら は 騎士 気質から 出た ものと して、 武士道 

から 出た 「意気地」 と 差別し がたい 類似 を もっている 

のろ 

{10}。 しかしながら、 一切の 肉 を 独断 的に 呪った 

キリスト もと おいた 

基督教の 影響の 下に 生 立 つ た 西洋 文化に あ つて は、 尋 

常の 交渉 以外の 性的関係 は、 早く も 唯物主義と 手 を 

たず さ 

携えて 地獄に 落ちた ので ある。 その 結果と して、 理 

想 主義 を 予想す る 「意気地」 が、 媚態 を その 全 延長に 

亙 つ て 霊 化して、 特殊の 存在 様態 を 構成す る 場合 は ほ 



もと むち 

とん ど 見る ことができない。 「女の 許へ 行く か。 笞を 

忘る るな {11 ご と は 老婆が ツァラ ト ウス トラに 与え 

た 勧告であった。 なお 一歩 を 譲って、 例外的に 特殊の 

個人の 体験と して 西洋の 文化に も 「いき」 が 現われて 

いる 場合が あると 仮定しても、 それ は 公共 圏に 民族的 

意味の 形で 「いき」 が 現われて いる ことと は 全然 意義 

を 異にする。 一定の 意味と して 民族的 価値 を もつ 場合 

に は 必ず 言語 の 形で 通路が 開か れ ていなければ ならぬ _ 

「いき」 に 該当する 語が 西洋 にないと いう 事実 は、 西洋 

文化に あって は 「いき」 という 意識 現象が 一定の 意味 

として 民族的 存在のう ちに 場所 を もって いない 証拠で 



ある。 

かように 意味 体験と しての 「いき」 がわが 国の 民族 

ちと 

的 存在 規定の 特殊性の 下に 成立す るに かかわらず、 

我々 は 抽象的、 形相 的の 空虚の 世界に 堕して しまって 

いる 「いき」 の 幻影に 出逢う 場合が あまりに も 多い。 

やか ま じょうぜつ むな 

そうして、 暄 しい 饒舌 や 空しい 多言 は、 幻影 を 実 有 

の ごとくに 語る ので ある。 しかし、 我々 はか かる 

できあい 

「出来合」 の 類概念に よ つ て 取 交される iiatus vocis に 

迷わされて はならぬ。 我々 はか かる 幻影に 出逢った 場 

合、 「かって 我々 の 精神が 見た もの {12 ご を 具体的 

な 如実の 姿に おいて 想起し なければ ならぬ。 そうして、 



ほか はない。 「いき」 は 武士道の 理想主義と 仏教の 非 

現実性と に対して 不離の 内的 関係に 立って いる。 運命 

によって 「諦め」 を 得た 「媚態」 が 「意気地」 の 自由 

に 生きる {13} のが 「いき」 である。 人間の 運命に 

対して 曇らざる 眼 を もち、 魂の 自由に 向って 悩ましい 

憧憬 を 懐く 民族なら ずして は 媚態 をして 「いき」 の 様 

態 を 取らし むる こと はでき ない。 「いき」 の 核心 的 意 

味 は、 その 構造が わが 民族 存在の 自己 開示と して 把握 

された ときに、 十全なる 会得と 理解と を 得た ので ある。 
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